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櫻
田
五
輪
担
当
相
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
職
員
に
関
す
る
質
問
主
意
書

櫻
田
義
孝
五
輪
担
当
大
臣
が
問
題
発
言
を
し
た
責
任
を
取
り
辞
任
し
ま
し
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
櫻
田
大
臣
が
失
言
を
繰
り
返
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
秘
書
官
に
加
え
、
大
臣
室
に
一
人
職
員
を
増
強
し
、

秘
書
官
と
計
二
人
で
櫻
田
大
臣
の
答
弁
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

内
閣
官
房
の
オ
リ
パ
ラ
事
務
局
に
事
実
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
十
一
月
七
日
に
、
東
京
大
会
に
向
け
て
、
国
会
関
係
業
務

の
増
加
へ
の
対
応
や
、
各
種
団
体
等
と
の
連
携
・
調
整
を
よ
り
円
滑
に
行
う
た
め
、
企
画
官
級
の
職
員
を
併
任
で
配
置
し
た
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木
大
臣
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
二
人
い
た
大
臣
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
員
は
、
従
来
通
り
一
人
に
戻
し
た
と
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
以
下
質
問
し
ま
す
。

一

報
道
の
通
り
、
現
在
は
櫻
田
大
臣
の
時
に
増
員
し
た
職
員
は
担
当
か
ら
外
れ
た
の
か
、
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二

鈴
木
大
臣
は
櫻
田
大
臣
よ
り
も
担
う
べ
き
業
務
が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

三

鈴
木
大
臣
が
一
人
の
秘
書
官
の
サ
ポ
ー
ト
で
対
応
出
来
る
業
務
を
、
櫻
田
大
臣
は
職
員
二
人
つ
か
な
い
と
対
応
出
来
な

一



か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

四

櫻
田
大
臣
は
鈴
木
大
臣
と
比
較
し
て
業
務
対
応
能
力
が
劣
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

五

安
倍
総
理
は
、
櫻
田
大
臣
に
つ
い
て
適
材
適
所
だ
と
擁
護
し
て
き
た
が
、
職
員
を
一
人
増
員
し
な
い
と
職
務
に
対
応
出
来

な
か
っ
た
櫻
田
大
臣
が
適
材
適
所
で
あ
っ
た
と
、
現
時
点
で
も
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。

二


